
教育用言語 としての英語
一 南アフ リカの場合 一

山 本 忠 行

【要 旨】

南 ア フ リカ共和 国で はマ ンデ ラ政 権誕 生後 、憲 法改正 に よ りll公 用 語

政 策 を とる こ とにな った もの の、英語 の重要性 は増 す ばか りで あ る。 中
])

等 教育 以上 の教 育用 言語 として は英語 が圧倒 的で あ る。 しか し、 これが

多 くの黒 人 か ら教 育 ・就 業 の機会 を奪 って い る とも言 え る。

その一方 で ア フ リカ土 着 の言 語(以 下 、 「ア フ リカ ン言語 」 とす る)に

対す る意 識 に は大 きな変 化 が見 られ る。現 状 で は教 育用 言 語 として発展

す る余地 は少 な いが 、 白人 もア フ リカ ン言語 を学 び始 め る よ うに な るな

ど、 少 な く とも英語 を中心 とす る多 言語社 会 に向か って い る こ とは間違

いな い。

【キ ー ワ ー ド】 ア フ リカ ン言 語 、 英 語 圏 ア フ リカ 、 教 育 言 語

1.は じめ に

サハ ラ以南 ア フ リカ諸 国 の多 くは欧米 列強 の都 合 に よって国境 線 が引

か れ たた めに、多 民族 ・多言語 国家 となって い るが、 それ は大 き くフ ラ

ンス語 圏 と英 語 圏 に分 け られ る。 そ して その多 くで は今 なお教 育用 言語

として 旧宗 主 国言 語 で あ る フラ ンス語 、 あ るい は英 語 を用 い て い るが、

この こ とに よって ア フリカの国々 はさまざ まな問題 を抱 え込む こ とになっ
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た。本稿 で は主 に南 ア フ リカ共和 国 を例 に取 り上 げ、他 の英語 圏 ア フ リ

カ諸 国 と比較 しなが ら教 育用 言 語 として の英 語 をめ ぐる問題 につ いて考

察 を加 え る。

南 ア フ リカ共 和 国 は英 語 とア フ リカ ー ンス語 以外 に土着 の主 要 なア フ

リカ ン言 語 が9言 語 あ る。 これ はサ ハ ラ以南 ア フ リカ諸 国 の中 で は比較

的 に少 ない方で あ り、東 アフ リカの ケニ アは40以 上 、 タンザ ニ アに至 っ

て は120以 上 の言 語 が話 され て い る。多 民族 ・多言 語 で あれ ば、 国 を統

治 し、軍 隊や 警察 、 消 防 な どを作 った り、 あ るい は教 育 を行 った りす る

ため に は共通 の言語 、 い わゆ る リンガ フラ ンカ(linguafranca)が 必 要

にな る。 そ して これ らの国 々で は旧宗 主 国が イ ギ リス で あ った た め に英

語 が その役割 を担 って い る。 特 に中等 教 育以 上 の教 育用 言語 はた いて い

英 語が用 い られ て い る。 す な わち英語 が で きな けれ ば、 ま ともな教 育 も

受 け られず 、就職 の機 会 も限 られ る とい うこ とに な る。 この こ とはア フ

リカ の国々 で英語 が 民族 を結 ぶ言 語 とな る一方 で、垂 直 方 向 の上昇 を阻

む障壁 とな り、言 語 能力 に よ る経 済 的 ・社 会 的格 差 を生 む とい うこ とを

意 味す る。

2.英 語 普及 の実態

2.1.南 ア フ リカに お ける英語 普及

黒 人 の問 に どの程度 英 語が普 及 して い るか とい うこ とが、 ア フ リカ に

おけ る教 育用 言語 として の英 語 を考 え る上 で重 要 な判 断材 料 とな る。 と

ころが、各 種 の調査 デ ー タが出 て はい る もの の、実 に まち まち な数 が 出

てお り、実 態 が判然 としな い。 ア フ リカ にお け る英 語 普及 につ いて考 え

るに は各種 調査 に示 され る数字 の背後 にあ る もの を よ く検 討 しな けれ ば

な らな い。

英語 の普 及率 とい って も何 を もって英語 がで き る と判 断 す るかが難 し
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い。 調 査 の多 くはア ンケー ト形 式 の 自己申告 を も とに した もの で あ り、

これが デー タの信頼 度 を低 い もの に し、調 査 に よ る差 を大 き くして い る

と思 われ る。 いず れ にせ よ、 自分 の名 前 が書 けれ ぼ識字 者 に数 え られ る

とい う よ うな極 端 な例 は除 くとして も、せ めて初 級 ・中級 ・上級 ぐらい

の レベ ル別 に、 どれ ぐらいの比 率 に な るのか 知 りた い ところで あ る。 さ

らに は4技 能別 、 あ るい は語 彙 力や構 文 力 な どの観 点 か らの デ ー タ もほ

しい ところで あ る。 も し、 これ を調 べ よ う とす る と、全 国民 を対象 に英

語 能 力試 験 を実施 す る必 要 が 出て くるが、 それ を実 現 す る こ とは まず不

可 能 で あ る。 で は、 ど うす るか。

Hebb(1996)は1994年 のSABC(南 ア フリカ放送公社)の 調査 を引用 し

て い るが、 これ による と国民 の69%が 英語 が理解可 能 と回答 した とい う。

1991年 度 の国勢調査 で は7歳 以上 の国民 の49.1%が 話 し ・読 み ・書 きの

すべ てが可能 と回答 した とされ るが、黒人 に限 る と36.3%が 話 す ・読 む ・

書 くの いずれ かがで き る と答 え、 すべてで きる と答 えた の は28.6%だ っ

た とい う。 この統 計 には旧 ホー ム ラ ン ドが含 まれ てい な いので 、南 アフ

リカ全 土が 対象 にな る と、 もっ と低 い数字 が 出 るで あ ろ う。表1に1996

年度 の国 勢調 査 に よる人種 別学 歴構 成 比 を示 したが 、 中等教 育修 了以上

の黒人 が約15%と なって い る。厳 し く見 れ ぼ、英語 で あ る程 度高度 な内

容 の もの を読 ん だ り、書 いた りで きるの は この15%で あ る とみて よいで

あ ろ う。

で は、 なぜSABCの 調 査 で は69%と い う数字 が 出 るのか 。調 査対 象 と
2)

調 査 方 法 の 問 題 が 考 え られ る。 第 一 に理 解 可 能 か ど うか につ い て調 査 し

て い る点 が まず 指 摘 で き る。 これ と国 勢 調 査 の よ うに 英 語 を話 した り、

読 み書 きが で き る とい う こ とは違 う。SABCの 調 査 で は英 語 能 力 も調 べ た

とされ るが 、 そ こに示 され た例 は 中級 は`Howmanyyearshaveyoubeen

livinginthishouse?'と い う質 問 に 、 上 級 は`Whenyouarelis一
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teeingtoapieceofmusicbeingplayedontheradioorata

party,whichinstrumentdoyoumostliketohear?'と い う質 問 にそ

れ ぞれ答 え られ たか ど うか で判 断 した とい う。 た しか に後 者 は複雑 な文

で あ るが、 最後 の部 分 が分 か った だ けで も答 え られ る質 問で あ り、能 力

を判 定 す る基 準 として は疑 問が 残 る。 いず れ にせ よ、 この調査 で は黒 人

の59%(中 級25%、 上級34%)が 英語 が理解 で き る と…報告 されて い る

ので あ る。

また、 放送公 社 の調査 は国勢調 査 と異 な り、S娼Cの 放 送 を視聴 す る こ

とが可 能 な地 域 ・家庭 を対 象 に した ものの よ うで あ る。電 気 の普及 率 が

約5割 程 度 とい う現 状 か らす る と、都 市部 か ど うか も影 響 す るで あ ろ う

し、家庭 の経済 力 に よっ て も英 語 の理解 力、 運用 力 に大 きな差 が 出 るで

あろ うこ とは容 易 に推測 され る。

上 に述 べ た ことか ら推 測 す る と、 黒人 の約 半i数は なん とか英 語 が理解

で きるが、 その うち読 み書 き能 力 を あ る程 度 備 え た者 は三 分 の一程 度 と

い うのが南 ア フ リカ黒人 の 英語 力 の現状 と見 て よいで あ ろ う。

表1二 成人の人種別学歴構成比(1996年 度国勢調査)

黒人 カ ラ ー ド イ ン ド人 白人 計

高等教育 3.0 4.3 10.0 24.1 6.2

中等教育修了 12.1 X2.3 30.4 40.7 lfi.4

中等教育一部 32.8 42.5 40.0 32.S 33.9

初等教育修了 ・一部 27.S 30.7 13.1 1.2 24.2

就学経験なし 24.3 10.2 6.5 1.2 e

〈注 〉男女別統計で は初等教育修了者 と未修 了者が分 け られてい るが、人種

別統計ではなぜか分 けられていない。

2.2.他 の英語 圏 ア プ リ力諸 国の英 語普 及率

で は、 南 ア フ リカ以外 の英 語 圏 ア フ リカ諸 国で は どの程度 英語 が 普及
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して い るので あ ろ うか。 一言 で 言 うと、 国 に よって 多少 の差 は あ る もの

の植 民地 としての長 い歴 史 が あ りなが ら、極 めて厳 しい と言 え る。 こ う
4)

した状況 は フラ ンス語 圏で も似 た りよった りで あ る。

まず 、 ケニ アで は小学 校 の早 い段 階か ら教 育用 言語 を英 語 に切 り替 え

る こ とにな って い るた め、 英語 普及 率 も高 く、 英語能 力 も高 い と言 われ

る。 しか し、 英語 普及 率 を示 す信頼 で きる統 計 を入手で きなか った ので、

確実 な数 字 を ここに示 す こ とがで きない。Schmied(1990)は タンザ ニ ア

で 英語 が 話せ る者 を5%未 満、 ケニ ア はその3倍 程度 で あ ろ う として い

る。 た しか に ナイ ロ ビ市 内で生 活 す る限 り、英語 が普 及 して い る と実感

す る。 ところが、 ナイ ロ ビ大学 の学 生 の書 く英語 を見 る と、 語彙や 文 法

面 で か な り問題 を抱 えた学 生 が 多 い こ とが分 か る。筆者 滞 在 中 の文 学 科

の教 授 会 で も、 どの よ うに学生 の英 語能 力 を高 め るか とい う こ とが大 き

な話題 とな って いた。 中 には な ま りが きつ い学 生が いて 、 こち らが 聞 き

取 れず にいた ら、隣 の学生 が それ を言 い直 して くれ る とい う経験 も した。

タ ンザニ アの英語普及 率 につ いて はRubagumya(1990)は 、英語 が あ る

程 度理解 で きる者 は15%と して い る。 しか し、初等教 育 は原則 として ス

ワ ヒ リ語 で行 われ て い る こ とや 、 中等教 育進 学 率が2%程 度 とい うこ と

か ら考 え る とそれ ほ ど英語 が普 及 して い る とは考 えが たい。 英語教 育が

1998年 か ら小 学校1年 か ら行 わ れ る こ とにな った とは言 え、教 科書 をみ

て も他 の英語 圏 と比較 して レベ ル はか な り低 い。 ダル エス サ ラー ム市 内

で も英語 があ ま り通 じない こ とは少 な くない。少々古 いが ブ リテ ィッシ ュ・

カ ウ ンシルの調 査(Criper&Doddl984)で は、FormI(中 等教育 の1

年 目)で 英語 を教 育用 言語 として使 用 す るの にふ さわ しい能 力 を備 えた

生 徒 は1%に す ぎな い と報 告 されて い る。

Rubagumya(同)は 分野 別 の言語使 用 を表 に して い るが、 英語 が よ く使

われ る として い るの は中等 ・高等 教育 、大 きな ビジネ ス、観 光 、最 高裁
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判所 な どで あ る。逆 にス ワ ヒリ語 が主 に使用 され る と して い るの は、近

所づ きあ い、職 場 、初 等教 育 、教会 、 文学 、 国政 、地 方行 政 、地 方 裁判

所 な どで あ る。新 聞 もス ワ ヒ リ語 の ものが 中心で あ る。 この よ うな使用

域 の違 い も英語 の普及 が どの程 度 で あ るか を知 る 目安 にな る。

で は、 なぜ 南 アフ リカ と他 の英語 圏諸 国で 英語 普及 率 に これ だ けの差

が あ るのか。 南 アフ リカで英語 を母 語 とす る人 口 は表2に 示 す よ うに第

5位 で あ り、 多数派 とは言 えな い。 それ で もア フ リカ の国家 と して は ア

フ リカーナ ー を含 めた 白人 の入 口比率 が10.9%(1996)を 占め、他 の ア

フ リカ諸 国 と比べ て群 を抜 いて高 い。 この人 口比 率 と植 民地 と して の歴

史 の長 さ、都 市化 ・工 業化 の程 度及 び経 済力 の違 い な どが黒 人へ の 英語

普 及 率が 高 い こ との一 因で あ る こ とは間違 い な い。 そ して忘 れ て はな ら

ないのが政 府 の関 与、 す なわ ち教育 言語 政策 の影 響 で あ る。
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表2:母 語 別人 口比 率(X996年 度 国勢 調査)

3.南 アフ リカ にお ける教育 用 言語 と して の英語 一黒人 の側 か ら

3.1.実 効 性 の乏 しい11公 用 語政 策

南 アフ リカで は1994年 のマ ンデ ラ政権 誕生 に よ り、 アパ ル トヘ イ ト体

制が崩 壊 し、 それ まで の英 語 とア フ リカ ー ンス語 とい う2っ の公用 語政
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策 が11公 用語 政策 へ と転 換 され た。 これ は よ く言 えぼ、多言 語主 義 に基

づ く理 想社 会 の実現 を 目指 した もの と言 え るが 、実際 は11も の言語 を実

質 的 な公 用 語 とす る こ とは現状 か ら言 って ほぼ不可 能 で あ り、 現実 的選

択 で は ない。 なぜ な ら公 用 語 とされた すべ ての言語 が 生活 の あ らゆ る面

をカバ ー で きるわ けで はな い うえ に、翻 訳 ・通訳 で きる人材 も乏 し く、

裏 付 け とな る予算 もな いか らで あ る。

この11公 用 語政策 の実 態 は皮 肉な見 方 をすれ ば、言語使用 の あ り方 を

国家 として統 制す る こ とをあ き らめ、放任 した のだ とみ る こ ともで き る。

そ して結 果 は とい う と、 マ ス コ ミあ るい は教 育現 場 で英語 の単一 言語化

の流 れが加 速 しつつ あ る こ とは顕著 で あ る。 ア フ リカ ー ンス語が かっ て

の影響 力 を失 う0方 で、他 の ア フ リカ ン言語 は0応 は公用 語 とされ た こ

とに よって 多少 はその地位 が保 障 され た と言 え るが 、名 目上 の公用 語 、

あ るい はせ いぜ い地域 共 通語 的 な もの に とどま ってい る とい うのが実 情

で あ る。

3.z.南 ア フ リカ黒人初 等 教育 の変遷

まず、 黒 人初 等教 育が これ まで どの よ うに行 わ れて きた か を概 観 して

み たい。1948年 の国民 党政権樹 立 以前 はイ ギ リス系 の ミッシ ョンス クー

ルが 中心 とな って、 英語 に よ る教 育 が行 われ て いた。 その学校 数 も生 徒

数 も限 られ た もの で はあ ったが 、 白人 教 師 に よって それ な りの質 の教 育

が行 わ れて い た。 その時代 に教 育 を受 けたの が、 マ ンデ ラ前 大統領 をは

じめ とす る黒 人指導者 達 で あ る。1953年 か らはバ ン ッー教育 と呼 ばれ る

人種 別教 育 が行 わ れ るよ うにな った。 その大 きな 目的 は経 済発展 に とも

な う労働 力不 足 の解 消で あっーた。 特 に経済 界 で は鉱 山や工場 な どで働 く

低 賃 金 労働者 を数 多 く必 要 として いた ので、政 府 はそれ に応 え るた め に

それ まで の ミッシ ョン任せ をや め、 黒人教 育 に政府 自 ら乗 り出 し、最低

限 の(白 人 の指 示が 理解 で き る程 度 の英語 お よび ア フ リカ ー ンス語 の力

34



教育用言語 としての英語

と、簡 単 な計算 力 を身 につ け させ る〉教 育 を従 来 よ り多 くの黒人 に受 け

させ よ う とした ので あ った。

一方 で これ はpoorwhiteと 呼 ばれ る白人貧困層(主 にア フ リカー一ナー

で農場 経 営 に失 敗 して都 市 に流 入 して きた人 々)の 救済 も意 図 した もの

で もあ った。 つ ま り、 イ ギ リス系 ミッシ ョンに よって 自由主 義 的 な イデ

オ ロギ ー と、 か な り高度 な知識 や技術 を身 につ けた黒 人 が、 白人 の職 場

や地位 を浸 食 す る こ とに警 戒心 を抱 きは じめた グル..__プの考 え方 も反 映
3}

され て いた ので あ る。

バ ン ッー教 育 を特 徴 づ ける もの の ひ とつが母 語 に よる教 育 で あ った。

初 等教 育 で の母 語使用 その もの はUNESCOの 専 門家 会議 の報 告 書(1951)

に も示 され てい る通 り、黒 人 に対 す る教 育 の普及 と生活 の向上 か ら考 え

れ ぼ当然 とも言 え る決 定 で あ るが、 上述 した よ うに その 目的一黒 人 を 白

人 のた め に仕 え る労働 力 として活用 す るた め一 に問題 が あ った。 具 体 的

には小学校 の授業 時間 の半 分 は英語 とア フ リカー一ンス語 の習得 に あて ら

れ、 あ とはキ リス ト教 と簡 単 な計算、園芸、木工 、裁縫 な どが母語 に よっ

て教 授 され た。黒 人教 育 に割 り当 て られ た生徒 一 人 当 た りの予算 は、 白

人 の数十分 の一で あ った ので、教 材 も乏 し く、設 備 も貧 弱 で、教 室 数 も

不足 し、教 師の多 くが教 員 資格 を持 ってい な い とい う状 況 で実施 され た

のが バ ンツー教 育 で あ った。 この よ うな教 育 が初 等教 育8年 間行 われ れ

ば、 白人 が受 け る教 育 とは大 きな差 が付 くこ とは明 らかで あ る。

さ らに大 きな 問題 は、 それ まで英 語か ア フ リカ ー ンス語 の いず れか で

i教育 が受 け られ た中等教 育 を、 英 語 とア フ リカー ンス語 に よってXO--50

原 則 で教 え る、つ ま り教 科 の半 分ず つ を各 公用 語 で教 え る と した こ とで

あ る。結果 的 に黒人 に とって初 等教 育 と中等教 育 の 間 に大 きな言 語 障 壁

が生 まれ、 中等教 育以上 に進 む黒人 はご く限 られ る こ とになった。(特 に

都 市部 で は中等学校 の設 立 が厳 し く制 限 され て いた た め、 中等教 育 を受
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けた けれ ば ホー ム ラ ン ドへ行 く必要 が あ った。 しか し、 その定 員 も限 ら

れ て お り、 学 力が あって も家庭 の経 済 力や コネ が ない都 市 の子 どもたち

に とって中等教 育へ進 む の は極 めて狭 き門 で あった。)た だ し、 中等 ・高

等教 育 か ら全 て の黒人 を排 除 す る こ とはなか った。 それ は黒 人 の支配 や

管理 、 あ るい は教 育 を黒人 自身 に行 わせ るた め には それ な りの教 育や 訓

練 を受 けた 黒人 の人材 が必 要 だ ったか らで あ る。

と もあれ 、言 い方 を換 えれ ば、母 語 に よ る教 育が アパ ル トヘ イ トの シ

ンボル とな り、 人種 隔離 の道具 として利用 され た わ けで あ る。 そ して国

民党政権 は1976年 の ソウェ ト蜂起 とい う惨劇 が起 きるまで、 この政策 の

強 制 を強 め よ う とす るばか りで あ った。 これが 一種 の トラ ウマ とな り、

今 で も南 ア フ リカ黒人 が母 語 に よ る教 育 に否定 的 な態度 を示 す大 きな原

因 となっ て い る。

3.3.南 アフ リカ黒 人 教育 の現 状

政府 は1994年 以 降、初等教 育 の最初 の段 階で は教 育用言語 と して家庭
5)

語 を用 い、段 階的 に英語 ←一部 は ア フ リカー ンス語)へ と移 行 す るこ と

を推 奨 す るよ うにな ったが、 最初 か ら英語 に よ る教 育 を子供 に受 け させ

よ う とす る父母 は少 な くな い。 これ は家庭 語 の能 力す ら十分 で な い子 供

に とって大 変 な負担 で あ り、初 等 教育段 階で多 くの黒 人 の子 どもたちが
6}

脱落 す る大 きな要因 とな って い る。

で は、 なぜ親 は子供 に とって負 担 の大 きい英 語 に よる教 育 を受 け させ

た が るの で あ ろ うか。第 一 に家庭 語 で あ るア フ リカ ン言語 は 日常生 活の

中で既 に身 に付 い てい るの で あ るか ら、 わ ざわ ざ学 校 で習 う必要 が な い

と考 え る親 が 多い こ とが 、挙 げ られ る。言 うまで もな く、 会話 がで き る

とい う こ とと、 読 み書 き とは別 の話 で あ るが、 親 は子 どもに家庭 語 の読

み書 きが で きるよ うにな る こ とを求 めて い ない。 とい うの は、社 会 人が

ア フ リカ ン言語 を読 ん だ り、 書 いた りす る機 会 は ほ とん どな く、学 ぶ だ
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けの メ リッ トが な いので あ る。仕 事 に も日常生 活 に も役立 たな いので は、

家庭 語 で子供 に教育 を受 け させ よ う とす る親 が増 え ないの も、 や む を得

な い面 が あ る。

セ ネ ガ ル で もウ ォ ロ フ語 を は じめ とす る ア フ リカ ン言 語 がlangues

nationales(日 本 で言 う 「国語」 とは地位 も機能 も異 な るので、 「国 民語 」

とで も訳 した方 が よい。)と され てい るが 、初等教 育 の最初 か らフ ランス

語 の みで行 われ て い るた め、半数 以上 の国民 が ウォ ロ フ語 が あ る程 度 理

解 で き るに もかか わ らず、 ウ ォロ フ語 の読 み書 きが で きる者 は ほ とん ど
アラ

い ない とい う。 つ ま り多 くの黒 人 に とって一番 わか りや す い はず の言語

が特 別 の教 育 を受 けた もの しか読 み書 きで きな い ので あ る。 これ には大

きな矛盾が あ る よ うに思 われ る。

3.4.ア フ リカー ナー と英 語

ア フ リカ ー ンス語 は11公 用語政 策導 入 と ともに、 これ まで保 障 され て

いた、 英語 と同等 の地位 を失 った。今 で も役所 に提 出 す る書 類 に は英 語

とア フ リカ ー ンス語 が併 記 され て い るが、 国会 の議事 録 や裁 判 記録 な ど

は英語 だ けに しよ う とい う動 きが 出て い る。 以前 は英語 とア フ リカ ー ン

ス語 で極 力 同 じ時 間放送 されて いた テ レビ番組 も英語 の ものが増 えつ つ

あ る。 その一方 で アフ リカ ン言語 の番 組 も徐 々 にで はあ るが 作 られ る よ

うにな った ので、 テ レビ放送 の世 界 で ア フ リカ ー ンス語 の番 組 は大 き く

減 って きて い る。

また、 これ まで アフ リカー ンス語で教 育 を行 って きた ポチ ェフス トロー

ム大 学や ステ レンボ ッシ ュ大 学 で英語 に よ る講座 が増 えた り、英 語 だ け

を使用 す るコー ス も設置 され るよ うにな って きた。 さ らには ア フ リカ ー

ナーが 多 い職 場 で も、会議 が英語 で行 われ るこ とが多 くな った とい う。

ウ ィ ッ トウ ォー タース ラン ト大学 で は2001年 にア フ リカー一ンス語学 科 が

廃止 されて しまった 。 ア フ リカ ー ナー に とって ア フ リカー ンス語 だ けで
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すべ て の生活 を行 う とい うこ とは厳 し くな って きた。英語 話者 はア フ リ

カ ー ンス語 をあ る程度 理解 で きれ ば困 らな いだ ろ うが、 ア フ リカ ー ンス

語 話者 は教育 を受 け るの に も、仕 事 をす るの に もか な りの英 語 力が必 要

とされ る よ うにな って きて い るこ とが反映 され た もの と考 え られ る。 こ

う した状 況 の中で、 ア フ リカー ンス語 か ら英語 へ とい うIanguageshift
8}

の兆候 が見 られ る こ とは注 目され る。

4民 族 語 の地位 向上 を 阻む もの

4.1.民 族 語 とア フ リカ の国 々

黒 人 の初 等 教 育 の向上 を考 えれ ば、UNESCOの 提 言 を待 つ まで もな く、

母語 の使 用 が望 ま しい。 しか し、現 実 に はそ うは いか ない。 ア フ リカで

は国家 とい う枠組 みは植民 地時代 に欧米 に よって与 え られ た もので あ り、

確 固 とした もので は ない。 一つ の 国が多 くの民族 を抱 え込 む形 にな って

お り、 それ ぞれ の国 は 「国家 としての統 一性(nationalunity)」 を人為

的 に作 り上 げな けれ ばな らな い。 リンガ フ ランカ の普及 は この点 で非 常

に重 要 な課 題 で あ る。言 語 問題 が原 因で 国家 が分 裂 して しま うおそれ す

らあ る。 た とえば、 ケニ アで有 力 な民族 とい えぼ キ クユ、 ル オ ー、 カ ン

パ な どの グルー プが あ るが 、 この いずれ か の言 語 を公用 語 に制 定 した と

すれ ば、 た ち まち民族抗 争 が生 じる こ とは容易 に予想 され る。 それ を避

け るには 旧宗主 国言 語 を使 うのが一 番安全 で、手 間 のか か らな い道 とな

る。 ス ワヒリ語 もケニアのnationallanguage(国 民語)と されて いるが、

ケニ アで ス ワヒ リ語 を母 語 とす るの は海岸 地 方 に住 む、1%程 度 の住 民

にす ぎないか らこそ選 ぼれた と言 って よい。 も し、有力部族 の言語 で あっ
9)

た ら、 国民語 と して選 ばれズ い なか った可能性 が高 い。

また、初 等教 育修 了後 の こ とも考 えな けれ ぼな らな い。南 ア フ リカで

は進学 す るに も、就 職 す るに も英語 が不可 欠で あ り、英 語力 は社 会 的地
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位 と経済 力 につ なが る社 会 的上 昇 の手段 で あ る。母 語 で い くら知aや 技

術 を学 んで も、 それ を生か す環 境 が ない。 ア フ リカ ン言語 で は教 科書 や

辞書 も限 られた もの しか な く、本 もほ とん ど出版 され て い ない。新 聞 で

す らズー ルー語1紙 で あ る。 こうい う現 状 を変 えて いか な い限 り、 ア フ

リカ ン言 語 の将来 は明 る くな らない。

南 ア フ リカ共 和国憲 法 は言語 権 を保 障 し、 多言語 主 義 を唱 えて い る。

その理念 の推進役 として憲法で設置 が決 め られたPANSALB(汎 南 ア フ リカ

言 語委 員会)は 研 究 や政策 立案 と ともに行政 や企業 にお け る多言 語 主義

の番 人 として紛争処理 に当たってい る。PANSALBは さ まざ まな研 究 の支援

を行 った り、 シ ンポ ジ ウムを開催 した りして 、国 民 の意識 啓 蒙 に も取 り

組 ん で い る。 この よ うな活動 の成 果 か、最 近 は 白人 の側 もア フ リカ ン言

語 を中等教 育 で学ぶ よ うにな って きて い る し、教材 も徐 々 に増 えつ つ あ

る。ズ ールー語や コーサ語 はCD-ROMの 教材 も市販 され て い る。 か な り高

価 な もので あ るが、 こ うい うものが 出版 され る よ うにな った の は社 会 的

ニ ーズが 出て きたか らで あ ろ う。 さ らに は患者 との コ ミュニ ケ ー シ ョン

をスム ーズ にす るた め に とい う理 由か ら、医学 部 で ア フ リカ ン言 語 の学

習 を義 務づ け よ う とい う提案 も示 されて い る。

42.タ ンザニ アの例

独 立 後 、 ニエ レ レ大 統領 の指導 の下 で、 現地 語 つ ま りス ワ ヒ リ語 の 普

及 に最 も力 を入 れ た タ ンザ ニ アで も最 近 は 自由化 の流 れ の 中で初 等教 育

にお け る英 語教 育 の強化 が 叫 ばれ るよ うにな って きて い る。 これ に は社

会 主義 の崩 壊 に よる貧 富 の差 の拡 大 な どの 中で 出て きた富裕 層 が仕 事や

旅 行 で海外 へ 出か けた り、子供 を留学 させ た りとい った こ とが増 え、や

は り 「英語 こそが人生 の鍵」(木 村1999)と い う意識 が高 まって きた こ と

が大 きい と思 われ る。欧 米 に留学 させ るのが難 し くて も、 ケ ニ アや ウガ

ンダな ど近 隣 の英語 圏 の国へ 留学 させ て初 等教 育 か ら英語 で学 ばせ よ う
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とい う親 も増 えてい る。木村(同)に よれ ぼ、教育 の有償化 に よ り、1980

年代 に90%あ った識 字率 は65%に まで低 下 して い る とい うが、 この ま

まで は貧 困層 はス ワ ヒ リ語 もあ ま りわか らな い非 識字 者 で形成 され、 中

間層 は ス ワ ヒ リ語 を、 富裕 層 は英語 を使 う とい う社会 構造 が で きあが る

可 能性 もあ る。

5.教 育 用言 語 と して の英語

5.1.学 校 側 の言語 意識

南 ア フ リカで は親 の多 くが最 初 か ら子 どもに英語 に よる教 育 を受 けさ

せ よ う とす る と述 べ たが 、一 方 で教 師側 は ど う考 えて い るか をみて みた

い。表4は1989年 に教 育訓練省 管轄 の学校(黒 人学校)を 対 象 に行 われ

た教 育用 言語 を どうす るか とい う調査 の結 果(Crawhall1993)で あ る。

回答 を寄 せ た の は全体 の67%に あた る7368校 で あ る。 これ を見 る と、

最 初 か ら英語 で教 え る とい うの は2割 強 に過 ぎず、 親 の意識 とはか な り

ずれ が見 られ る。や は り教育 現場 で は 日頃の経験 か ら現 実 的 な選 択 と し

て英語 へ の緩 や か な移行 が望 ま しい と考 えて いた こ とが分 か る。 この調

査 は アパ ル トヘイ ト崩壊 過程 にお け る調査 で あ るた め、母 語使用 が望 ま

しい と考 えて いた学校 が どれ ぐらいあ るかわか らないのが残念 で あ るが、

ソウェ ト蜂起 以後 の ア フ リカ ー ンス語 の地 位低 下 が数字 として顕著 に表

れ て い る。

StraightforEnglish

StraightforAfrikaans

GradualtransfertoEnglish

GradualtransfertoAfrikaans

SuddentransfertoEnglish

回 答 保 留

22.0

1.5

54.0

005

×3.4

7.5

表4=望 ま しい教育用 言 語(1989年 の調査)
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5.2.プ ラス の側 面

ア フ リカの国 々で英 語 を教育 用 言語 として用 い るメ リ ッ トに は どの よ

うな ものがあ るか とい う と、 まず第一 に特 定 の民族 に しぼ られ ないので 、

民族 対 立 を抑 止 し、民 族 を超 えた コ ミュニ ケ ーシ ョンを可能 にす る こと

であ る。 これ に よって単一 言語化 が進 め ぼ、行政 の効 率化 に もっ なが る。

ア フ リカ ン言 語 で書 かれ た もの は数少 ないが 、英 語 で書 か れ た もの はあ

ふ れて お り、豊 富 な情 報 が得 られ、最新 の科学 技術 を学 ぶ こ とが で きる。

また、海 外 の資金 や支 援 に頼 らざ るを得 ない現 状 で は、 国境 を越 えた経

済 活動 をす るため に国際語 を使 い こなす こ とはエ リー トの条 件 とな る。

5.3.マ イ ナスの側 面

た だ し、 小学校 をち ゃん と卒業 で き る黒 入 生徒 は半 数 あ ま り とい う高

い ドロ ップアウ ト率 か ら もわか る よ うに、多 くの黒人 に とって 英語 に よ

る学 習が大 きな負担 、壁 とな って い る。 これ を克 服 で きな い入 々 は社 会

の底辺 で貧 困 にあ え ぐこ とにな り、 それ が治安 の悪 化 に見 られ る社 会 不

安 の要 因 の一つ に もな って い る。 政治 家 の演説 も含 めて 、多 くの情 報 は

英 語 に よって流 され て お り、 英語 が分 か らな い半 数 の黒 人達 は情報 か ら

隔離 され た ま ま とな って い る。 こう した こ とは劣 等意 識 を作 り出 す と と

もに、 民族 の誇 りを失 わせ る こ とに もな る。 さ らには 口承 文 芸 を は じめ

とす る文化 遺産 の伝承 に も支 障 を来 す。

6.言 語 に対 す る意 識 の変化

表5は 西 ケ ー プ大学 で行 われ た学生 の教 育用 言 語 に対 す る意識 調 査 の

結果(Dyers1999)で あ るが、母語 を大切 に しよ う とい う学生 がか な りい

る ことに驚 か され る。 これ は1994年 以降 の政 治 の流 れ の変化 が意識 に表

れ た もの と思 われ る。現実 は英語 一辺倒 で あ って も、 意識 として は 自分

たち の言語 や文化 を大切 に した い とい う気 持 ちが強 まって い るので あ ろ
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う。 こ うい う意 識 を持 った者 が増 えて くれ ば、 ア フ リカ ン言語 の使用 域

が今 後拡 大 す る可能 性 もあ る。特 にア フ リカ ン言 語 で大学 教 育 を受 けた

い と考 えて い る者 が か な りい る こ とに気づ く。筆者滞在 中の2000年8月

ににポチ ェ フス トローム大学 で開催 され たPANSALBの 会議 の テーマは 「高

等 教育 にお け る言 語政 策 」で あった が、 そ こで は各大 学 が学 内の案 内板

にア フ リカ ン言語 を取 り入 れた とか 、 デ ィス カ ッシ ョンを ア フ リカ ン言

語 で行 った ら好 評 だ った とい うよ うな意見 が次 々 と出 され た。 しか し、

教 師 が それ に対応 で きな い とか 、試験 の時 に困 るな ど とい う問題 点 も数

多 く指摘 され た。

表5西 ケープ大学の学生の言語意識

第1学 年 第2学 年

賛成 反対 賛成 反対

初等中等教育では母語 だけを使用すべ き 40.4 54.4 30.8 61.5

憲法で保 障されてい るのだか ら大学の講義の一部

あるいは全部 を母語で受 け られ るようにすべ き
45.9 4Q.3 28.2 48.7

すぺての アフリカン言語が大学教育で使 えるよう

にすべき
64.9 61.5

標 準化 され たNguni系 の言語(Zulu,Xhosa)を 教

育 で使 え る言語 の一つ に育 て るべ き
63.1 43.6

標 準化 されたSothoやTswanaを 教 育で使 え る言語

の一 つ に育 て るべ き
31.6 40.4 20.6 38.4

Tutorialの 討 議 で 母 語 を使 い た い 45.6 47.4 33.3 59.0

Tutorialで み んなが 自分 の言 葉 を使 い 出す と問題

が生 じる
78.9 74.3

Tutorialで 母語 が使 えた ら、理 解度 が増 す 64.9 69.6

学 内 にお ける他 の学 生 との 日常 のi接触 に よって他

の ア フ リカ ン言 語が 理解 ・使用 で き るよ うに なっ

た

4'1.3 15.8 33.3 41.0

※ 学 生 の 母 語Xhosa44,2%,Afirkaans16.0%,Englishl9.0,EngIish&Afri-

kaans8.0%,Sotho3.0%,Tswana3.2
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7.課 題

7.1.英 語教 育 の質 の向上

今 の南 ア フ リカ に とって行 政 で も企 業 で も英語 を使 わな い とい う こ と

は考 え られな い こ とで あ るか ら、 ど うや って国民 の間 に英 語 を普及 させ 、

その レペ ル ア ップを図 るか は重要 課題 の ひ とつ で あ る。英 語 を母 語 と し

ない児 童 に ど うすれ ば効 率 的か っ効果 的 な英語 教 育 がで き るの か、 研 究

な らび に教材 開発 、 教授 法 の改善 な どが 求 め られ る。 また、他 の科 目の

教 師 を含 む黒人教 師の英語 力 の向上 も大 きな課題 で あ る。 ク ワズ ール ー ・

ナ タール州 の教 育長 官で あ るチ ャールズ ・ジ ャ ミニ(CharIesDlamini)

は2002年5月 に ダーバ ンで開か れた ワー クシ ョップで多 くの生徒 が 第二

言語 で 学 習 しな けれ ぼな らな い こ とで大 きな損 を して い る とし、 さ らに

教 師が 十分 な英語 力 を備 えて いな い こ とが問題 を複 雑 に して い る と指 摘

した。(DailyNews.2002/5/16)

7.2.言 語 障壁 の解決

英 語 を第 一言 語 としな い者 は、 当然 の こ となが ら大 学進 学 時 に大 きな

ハ ンデ ィキ ャ ップが あ る。 その た め そ うい う志 願者 が 大学 進学 す る とき

には得 点が加 算 され る とい う、 いわ ゆ るアフ ァーマ テ ィ プア クシ ョンが

とられ て い るが 、 これ に は 白人 の側 か ら強 い不 満 の声 が 出て い る。

現 在 、高 等教 育 を受 けるに は英 語 か、 アフ リカー ンス語 の能 力 が 必 要

で あ るが、 ズ ール ー一語 や コーサ語 はそれ よ りも大 きな思 語 人 口 を抱 えて

い るの で あ るか ら、取 り組 み方次 第 で は アフ リカ ン言語 で 高等 教 育 を行

うこ とは不可 能で はな いはずで あ る。 そ うなれ ぼ入 学資格 試験(融TRIC)

も各 言語 で行 うこ とにな るで あ ろ う。 それ を可 能 にす るた めに は政 府 が

積 極 的 に関与 す る必要 が あ る。専 門用 語 を制定 し、 文法 や表 記 で も標 準

化 して いか ね ばな らな い し、辞 書 や教 科書 、新 聞 ・雑誌 な どの発行 も推

進 す る必 要 が あ るが 、 そ うした ときア フ リカ ン言語 が9つ あ る とい うの
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は大 きな コス ト的障害 にな る。

この9つ の言 語 は言 語 の系統 か ら 「ングニ系言語」 と 「ソ ト語 系言語 」

お よび 「そ の他 」 に分 け られ る。 それ ぞれ の系統 内で は特 に学 習 しな く

て もあ る程 度通 じるので、 方言 とい って もい い よ うな ところ もあ る。 南

ア フ リカの言語 政 策 立案 の 中心的役 割 を担 って きたケ ー プ タウ ン大学 の

ネ ヴ ィル ・ア レキサ ンダー(NevilleAlexander)な どはア フ リカ ン言語

を言語 の系 統別 に統 合 し、 標 準語化 を図 って、 「共 通 ングニ語」 「共通 ソ

ト語」 として リンガフランカに して、英語 に代わ る 「民族 を結ぶ言葉(link-

inglanguage)」 に してい き、他 の少数言 語 は保 護 して い くこ とを提 案 し

て い る。 しか し、 それ ぞれ の言語 の標 準化 す らま まな らない現状 で は、

その実現 の可 能性 は少 ない。 この よ うに言語 の数 を減 らしてい くこ とは、

国 の統 一性 を高 め る、 あ るい は行政 や経 済 の効 率化 を進 めて い く上 で は

有効 な手段 で あ ろ うが、 言語権 の保 護 とい うこ と とは矛 盾 して い る。

8.問 題 提起

第 一 に考 えな けれ ばな らな いの は、本 当 にすべ て の南 ア フ リカ の黒人

に知 的活動 に必 要 な言語能 力 、 いわ ゆ るCALP(学 習言語 能力)レ ベル の

英 語 力 を求 め る必 要 が あ るのか とい うこ とで あ る。 黒 人 の問 に英語 が普

及 して い ない とい うの は、英 語が で きな くて も生活 で き る人、 英語 を全

く必要 と して いない黒人 が数 多 く、特 に農 村部 にい る とい う こ とで あ る。

農 村部 の黒 人 に とって は、英語 よ りもまず知識 や技術 が必要 で はな いか。

そ して英 語 が で きな くて も、 あ る程度 のチ ャンスが与 え られ る社会 を築

いて こそ、 理想 的 な多言 語社 会 と言 え るで あ ろ う し、 人材 の有 効活 用 に

つ なが る と思 われ る。

第 二 に黒 人 が一方 的 に英語 を学 ぶ ので はな く、 英語 母語 話者 も多数派

で あ る黒 人 の言 語 を学 び、 いず れ の言語 で もコ ミュニケ ー シ ョンが とれ
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るよ うにな る こ とが一 つ の理想 的 な姿 だ と言 え よ う。英 語 が南 ア フ リカ

のlinkinglanguageと して機能 してい る ことは間違 い ないが、 それ を当

然 の こ と と受 け止 め るので は な く、互 いの言 語 や文化 を尊 重 して い くこ

とが平 和 的 に共 生 して い くた め に不 可欠 の条件 で あろ う。 そ う した とき、

これ まで厄 介 者 だ った民族 語 問題 が、 は じめて文 化 的資産 と して認 め ら

れ た こ とにな るので はないだ ろ うか。

g.日 本 の英 語教 育 へ の提言

日本 で は小学校 か ら英語教育 を始 める とか、 スーパ ー ・イ ング リッシュ・

ラ ンゲ ー ジ ・ハ イス クー ル を作 る とか、 さま ざ まな 日本 人 の英 語力 向上

プ ランが 示 され 、英語 が使 え る 日本 人 を増 や そ う と して い る。 しか し、

母 語 に よる教 育 を実施 した くて もなか なか それが実 現 で きな い ア フ リカ

の事例 を調べ れ ば調べ るほ ど、 母語 能力 の重要 性を痛 感 させ られ る。 ゆ

と り教 育 の 中で 国語力 が低 下 して い る日本人 に英 語 を小学 校 か ら学 ぼせ

る こ とに どれ ほ どの意 味 が あ るの か。基礎 的 な コ ミュニ ケ ーシ ョンに必

要 な英語 能 力、 いわ ゆ るBICS(伝 達言 語能 力)に も達 してい な い高校 生

に、 どうや って英語 で教 科教 育 をや ろ う とい うのか、理 解 に苦 しむ。

英語 で教 科 を教 えれ ば、 それ で英語 能 力が 高 ま る とい うの な ら、英 語

とい う科 目は必 要 な いのだ ろ うか。 日本語 教 育 で は 日本 語 以外 に 日本 事

情 とい う科 目が設 け られ る こ とが多 い。 これ は 日本 に関 す る知 識 や 日本

語 の教 科書 に出 ない語彙 を増 や す こ とに はな るだ ろ うが、 日本 事情 科 目

だ けで 日本 語能 力 を向上 させ られ るわ けで は ない。 この計 画 を立 案 した

人 々 に は この辺 の違 い を理解 して いな い と思 わ れ る。 いず れ にせ よ英 語

を教 育用 言語 として用 い るこ とに耐 え られ る能 力 を備 えた 一部 の 生徒 に

エ リー ト教 育 をす るの な らわか るが、 国民 全 員 に英語 を強制 す る必 要 は

ない し、無駄 な こ とで あ る。
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英語 が使 え る人材 を養 成 す る とい うので あれ ば、英 語 に よる教 科教育

よ りも、 英 語 の教 え方 その もの を考 え直 す べ きで はな いか。 カ ナ ダを は

じめ、世 界 各地 でイ マー ジ ョン教育 が行 われて い るが、 これ に よって理

解 力 は付 い て も、 表現 力が 育 た な い とい う こ とが 中島(1999)な どです

で に報 告 されて い る。 異文 化体 験 として の意義 は大 きいで あ ろ うが、 語

学教 育 とは言 え ない。 その一 因 は教 え る側 に言 葉 を客観 的 に とらえ る訓

練 が な され て い ないか らだ と思 われ る。 自分 の言葉 を レベ ル別 に コン ト

ロ,_._ルし、 ど うア プ ロー チすれ ぼ、相 手が 理解 で き るか、 どうい う刺 激

を与 えれ ば、 どうい う発 話行 動 を引 き出せ るか、 それ が わか らないの で

は意 味が な い。

この点 を押 さえな い限 り、 い くら英語 を教育 用言 語 と して他 の科 目を

教 え るた め に使 って も、理解 の妨 げ にな るだ けで な く、運用 力 の養成 に

はつ な が らない。せ いぜ い単語 力 が増 すだ け に終 わ るだ ろ う。

※本稿 は2002年9月7日 に青 山学院大学 で開催 された大学英語 教育学 会

(JACET)全 国大会 シ ンポ ジ ウム 「教 育言語 として の英語:言 語政 策 の

観 点 か ら」 にお け る発 表 に加 筆 した もので あ る。

【注 】

1)MediumofInstruction(MoI)は 「教育言語」 「教授言語 」な どとも呼 ばれ

るが 、意 味 を明確 にす る とい う趣 旨か ら 「教 育用 言語 」 としてお く。南 ア フ

リカで はthelanguageoflearningandteaching(LoLT)と い う名称 が よ

く使 わ れ るよ うになって きたが、 ここで は従 来通 りに して お く。

2)Webb(1996)も この数字 の違 いについて4点 か ら考察 して い る。① どれ だ

けの人 を対象 に したか、識 字率 なのか 、単 に英語 の知識 が あ るか、 が問題 で

あ る。② 国勢 調査 の数 には アジ ア人、 カ ラー ド、 白人 、黒人 な どすべて の住

民が含 まれ、 黒人 だ けにつ いて考 え る と英語 に対 す る知識 の意味合 い も違 っ
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て くるの で、実用 的 な英語能 力 を備 えた黒 人 が この数字 の分 だ けい る とは言

えない。③ 国勢調査 の49.1%も 旧ホーム ラン ドを含 んで いないので、南 ア フ

リカの全 体像 とは言 えない。④ 言葉 が分 か る と言 って も基礎 的な段 階 か ら、

きわ めて高 い レベル まで含 まれ る。

3)セ ネガ ルの1992年 の非識字 率 は73.1%と され てい る。つ ま り、字 が読 め

るのは26.9%で あ り、公用語 で あ るフランス語 が多少 な りとも理 解で き る者

の比率 は この程度 と見 て よい。 しか し、実 際 にあ る程 度 フ ランス語 で話 した

り、 書 いた りで き る者 の割合 は これ よ りか な り低 い と思 われ る。

4)国 民党政府 には、西 洋的な教 育で は黒人 は堕落 す るだ けであ り、 怠惰 になっ

たSpoiltNativeは 、 よい労働者 にな らない、 あ るい は ミッシ ョンに よ る教

育 は黒人 に 白人 と同 じよ うになれ る とい うお か しな夢や希 望 を与 え る、 とい

う見 方が あっ た。

5)母 語 とほぼ 同義 と考 えて よいが 、MotherTongueは アパ ル トヘイ ト時代 を

連想 させ るので、homelanguageと 呼 ばれ る こ とが多 い。

6)ド ロ ップア ウ ト率 の高 さにつ いて は 「4人 に1人 は第 二学年 に進 め ない と

い う状況 が30年 以上続 いて い る」(Taylorl989)、 「1972年 に小 学校 を7年

で終 え るの は31.3%」(Hartshorne1992)な ど とされて い る。

7)Ka(1993)に よる とセネ ガル にお け るウォ『ロブ語 の母語話者 は4割 弱だ が、

第二 言語話 者 も含 め る とウ ォロ フ語 を話 す こ とが で き る者 は人 口の8割 にの

ぼ る とい う。 ウ ォロ フ語 を初等 教育 に用 い る こ とが試 験 的 に行 われ た こ とも

あ るもの の、明確 な 目標 が なか った ことや 予算 の 乏 しさな どか ら挫 折 した と

して い る。

8)Branford(1996)は1980年 度 と1991年 度 の国 勢調査 を比較 し、 これ まで

ア フ リカー ンス語 話者 が ほ とん どだ った カ ラー ド人 口の中で英 語母語 話者 が

12%か ら15%に 上昇 した こ とに注 目 して い る。 ちなみ に1996年 度 の国勢 調

査で は16.4%に なってお り、 さ らに英語 への移 行 が進 みつつ あ るのだ と思 わ

れ る。

9)海 岸 地 方 の限 られ た言 葉 にす ぎなか った ス ワ ヒ リ語 を、植 民地 の統 治上 、

経 営上 の必 要 か ら ドイ ツ、 イ ギ リスが東 ア フ リカ各地 に広 めた。
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